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昭和39年4月20日

け月末日現在〉
前月比

人口 55.Z65 (ム455) 
{男 Z6.5刊凶叫
女Z8.716 (ム253)
世帯数 1t.333 (6. 16) 
転入 743 出生 75 
転出トZ30 死亡 43 
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O 

ハ
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

O 

-国民健康保険税の納期変更

地方税法の改正によ b、納期は

従来毎月の12期でしたが こんど8

期に改められました。

改正された納期は次のとおbです。

第1期分 5月15日から5月末固まで

第2期分 1月15日から1月末固まで

第3期分 9月15日から3月末固まで

第4期分 11月15日から11月末目まで

第5期分 1月15日から1月末固まで

第5期分 3月15日から3月末固まで

友語、本年度に限り、固定資産税

才1期分の納期と重なりますので、才1

期分の納期は4月15日から4月30日まで

となって治bます。納税通知書は4月

14日に郵送して告bます。
〔訂正〕

14日に送付した昭和39年度国民健康
保険税納税通知書の中で r1ヶ月額J' 
とあるのは r1期額」のあやまりでし
たので訂正いたします。

乾
馬
場
に
団
地

市
営
と
県
営
の
乾
馬
場
住
宅

団
地
が
で
き
上
り
ま
し
た
。

こ
の
団
地
は
市
営
住
宅
四

十
戸
、
県
営
住
宅
二
十
戸
の

計
六
十
戸
の
住
宅
団
地
で
す

こ
れ
は
大
村
市
内
の
住
宅

難
を
い
く
分
で
も
緩
和
し
よ

う
と
、
市
と
県
が
そ
れ
ぞ
れ

行
っ
た
も
の
で
す
。

一
戸
の
建
坪
は
、
九
・
五

坪
部
屋
数
は
、
六
帖
・
四
帖

半
シ
ャ
ワ
ー
室
(
風
呂
場
)

台
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
工
費
は
、
市
営
住
宅
(
四

十
戸
分
)
で
約
二
千
五
十
六

万
円
で
す
。
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春
の
慰
霊
祭

春
の
殉
国
者
慰
霊
祭
が
次

C
と
語
り
執
り
行
な
わ
れ
ま

す
。
ご
遺
族
は
じ
め
市
民
の

方
々
多
数
参
列
し
て
く
だ
さ

い
。
な
治
本
年
は
参
列
さ
れ

た
ご
遺
族
に
お
供
物
を
準
備

し
て
語
り
ま
す
の
で
遺
族
章

を
必
守
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

遺
族
章
は
各
遺
族
世
話
人
の

方
へ
配
布
方
沿
願
い
し
て
あ

り
ま
す
。

マ
日
時

マ
場
所

四
月
二
十
八
日

忠
霊
塔
(
市
内

域
)

合
同
+
円
安
+
円
安

町
務
連
絡
員
を
表
彰

市
は
多
年
市
の
行
政
に
協
力

さ
れ
た
次
の
方
々
を
表
彰
し

ま
し
た
。

(
後
木
場
〉
上
野
末
隆

(
本
町
才
一
V

板
谷
安
治

(
向
陽
町
〉
田
中
末
雄

(

水

計

)

川

添

武

一

(

坂

口

〉

村

上

友

衛

(
古
町
住
宅
)
辻
四
郎

(
上
杭
出
津
〉

富
永
祐
吉

《
桜
馬
場
才
一
)
林
松
次

(

植

松

)

永

田

光

雄

(
竹
松
町
〉
長
岡
秋
人

(
沖
田
郷
〉
寺
坂
喜
代
作

(
寿
古
郷
)
菊
池
秀
吉

(
重
井
田
〉
大
浦
房
雄

国
民
年
金
の
納
期

今
月
は
三
十
八
年
度
国
民

年
金
保
険
料
納
付
の
し
め
く

く
り
の
月
で
す
。
ま
だ
納
め

て
告
ら
れ
な
い
方
は
早
急
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料

の
免
除
申
請
を
さ
れ
る
方
は

保
険
年
金
課
ま
た
は
出
張
所

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で

早
め
に
手
続
を
す
ま
せ

τく

だ
さ
い
。
左
治
三
十
八
年
度

に
引
き
続
い
て
免
除
を
受
け

た
い
方
も
手
続
き
を
し
・
な
け

れ
ば
友
h
y
ま
せ
ん
。

1 

四
月
は
花
の
季
節

大
村
公
園
で
は
吉
野
桜

は
す
ぎ
、
今
は
八
重
桜
と

つ
つ
じ
が
ち
ょ
う
ど
見
頃

で
し
ょ
う
。

仕
事
を
終
え
て
日
の
沈
む

こ
ろ
、
家
族
十
れ
で
散
歩

す
る
ふ
ぜ
い
は
春
た
け
な

わ
と
い
う
感
じ
で
す
。

今
年
は
オ
リ
シ
ビ
ッ
ク
の

年
で
全
国
的
に
H

花
い
っ

ぽ
い
運
動
H

が
盛
ん
に
行

‘
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す

大
村
を
通
る
三
十
四
号
国

道
も
聖
火
コ

l
ス
に
な
っ

て
い
る
の
で
、
国
道
を
花

で
美
し
く
か
ぎ
ろ
う
と
、

各
所
に
植
え
付
け
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
な
花
い
っ
ぽ
い

運
動
計
画
は
、
国
土
美
佑

運
動
の
主
旨
に
も
う
た
っ

て
あ

b
、
昭
和
四
十
三
年

の
国
民
体
育
祭
の
長
崎
県

開
催
ま
で
、
行
・
な
わ
れ
る

こ
と
に
た
っ
て
い
ま
す
。

治
互
が
協
力
し
あ
っ
て
美

し
い
明
る
い
大
村
の
衝
に

い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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通
行
の
区
分

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
な
い

道
路
で
は
・
・
・
・
:
右
側
を
通
る

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る

道
路
で
は
・
・
:
:
歩
道
を
通
る

道
路
上
で
し
て
い
け
な

い
こ
と

①
品
物
を
み
だ
h
y

に
道
路
に

置
く
こ
と

②
道
路
に
寝
そ
べ

b
、
す
わ

り
、
し
ゃ
が
み
、
立
ち
ど

ま
っ

て
い
る
こ
と

③
ボ

1
ル
遊
び
ロ
ー
ラ
ー
ス

ケ

1
ト
な
ど
を
す
る
こ
と

④
石
や
ガ
ラ
ス
び
ん
、
金
属

片
な
ど
を
投
け
る
こ

と

⑤
走

っ
て
い
る
車
か
ら
飛
び

お
り
た
り
、
外
か
ら
率
に

つ
か
ま
る
こ
と

⑥
交
通
の
は
け
し
い
道
路
で

自
転
車
の
練
習
を
す
る
こ

①車
芝 道と

zfを
議通
断 る
すの
21ま
き

②
道
路
工
事
左
ど
で
歩
道
が

歩
け
・
な
い
と
き

③
や
む
を
得
な
い
と
き

横
断
の
注
意

①
横
断
歩
道
付
近
で
は
横
断

歩
道
を
通
る

②
道
路
を
斜
め
に
横
断
し
を

い
③
車
の
直
前
直
後
の
横
断
は

い
け
・
な
い

④
横
断
す
る
と
き
は
左
右
の

安
全
を
確
か
め
て
か
ら
わ

た
る

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
の

試
験
マ
試
験
日
と
場
所

ω学
科
試
験

五
月
十
二
日
長
崎
市
中

央
公
民
館

ω実
地
試
験

五
月
十
二
日
、
十
三
日

長
崎
市
中
川
町

長
崎
県
衛
生
研
究
所

マ
受
験
願
書
の
提
出
期
限
と

提
出
先

四
月
二
十
五
日
ま
で
に
保

健
所
を
経
由
し
て
県
知
事

あ
て
受
験
願
書
用
紙
は
保
健
所

に
あ
り
ま
す
。

受
験
資
格
、
受
験
手
続
、

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は

大
村
保
健
所
へ

農業経営講座

4月30日までに中央公民館へ

期間と時間

5月~来年3月、毎月才1

す 3木曜日午後1時--9時

b 講座内容

①農業経営の基本的左考え方

②果樹、畜産、読葉の部門別

経営と研修

③総合的な立場で地域農業を

推進するには

b会場中央公民館

b対象農業従事者

b受講料無料

圃

b 

f 

国
災
害
復
旧
費
な
ど
に
二
億
三
千
三
百
万
円

大
村
競
艇
は
本
年
四
月
で
開

設
十
二
周
年
を
迎
え
ま
し
た

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
は

海
事
思
想
の
普
及
、
観
光
事

業
、
公
益
の
増

進

地

方
財

政
の
改
善
を
は
か
る

こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す。

大
村
競
艇
が
始
ま
っ
て
か

ら
三
十
八
年
度
ま
で
に
一
般

会
計
に
繰

b
入
れ
た
収
益
金

は
総
額
二
億
三
千
三
百
九
十

五
万
円
で
、
そ
の
使
途
は
別

表
の
と
お
り
で
す
。

4
急
な
坂
も
大
丈
夫

モーターボート競走事業牧益金の使注

(別表) C昭和28年度~沼和38年度〉

住宅建設費 8，819千円
教育施設費 35，384 

土木費削，205

公共福祉施設費 26，396 
失業対策事業費 42，328 

市立病院建設費 7， 000 

農 道 補 修費 1， 200 

災 害復旧費 49，130 

産業経 済費 23，788 

消防費 5，700

計 233.950 1/ 

く注〉公共福祉施設費=し尿処場理、火葬場など

産業経済費=中小企業対策、新農山村建設

事業など。

H 

N 

" 

右 V
をワ
見ン

3山P てで
そ右

くし V

人てツ
v ワ

の ゴ 1
j]旦z-で
で左
路渡 V
多」ζーりス
まリ

通 し!

法
よで
うま
た

ジ
!
プ
型
の
新
し
い
消
防

自
動
車
が
萱
瀬
〈
十
分
団
〉

に
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
小
型
消
防
車
は
普
通
の

消
防
車
と
同
様
の
性
能
を
持

っ
て
お
り
、
な
治
普
通
消
防

車
の
登
れ
な
い
よ
う
な
坂
道

や
細
道
も
通
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
特
長
が
あ
り
ま
す

こ
の
小
型
消
防
自
動
車
の

配
置
に
よ
っ
で
、
山
の
多
い

萱
瀬
は
も
ち
ろ
ん
市
内
の
消

防
力
も
い
よ
い
よ
強
化
さ
れ

た
わ
け
で
す
。

購
入
費
H

百
七
十
二
万
円
。 M 

H 

λr 

H 

" 
" 

【
管
内
】
男
子

自
動
車
運
転
手
年
令
不
問
一

万
五
千

t
二
万
円
・
熔
接
工

四
十
五
才
ま
で
日
給
四
百

t

六
百
円
・
経
理
事
務
十
八

t

三
十
才
一
万

t
二
万
五
千
円

.
百
員
二
十

1
二
十
五
才
一

万

t
二
万
円
・
外
務
員
三
十

五
才
ま
で
一
万
三
千

t
二
万

円
・
給
油
係
二
十

t
二
十
五

才
一
万
一
千
円

t
一
万
五
千

7 

F占
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電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
押

え
た
財
産
を
つ
ぎ
の
と
治
b

公
売
に
付
し
ま
ず
か
ら
、
買

受
希
望
者
は
当
日
定
刻
ま
で

に
、
印
鑑
と
貨
受
代
金
持
参

の
う
え
、
ご
参
集
く
だ
さ
い

A
日
時
四
月
一
一
十
八
日

午
前
十
時

ム
公
売
場
所
市
収
納
課

四
月
二
十
八
日
牧
納
諜
で

ム
公
売
方
法
一

般
競
争
入
札

A
公
売
保
証
金
見
積
価
格

む
百
分
の
十

A
代
金
納
付
期
限

四
月
二
十
八
日

午
前
十
一
時
三
十
分

ム
公
社
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
は
売
却
決
定

を
取
り
消
し
ま
す
。

いろいろの催しのために

野外ステージ
大村公圏内に野外ステージができ上bました。
これは都市計画事業の一環として行左われたもので、舞台

はヨシク 9ートプロックで作られて沿b、観客席には芝生
をうえ、約150人が座られるようになっています。

'¥ 

同
公
売
物
件
】

電
話
加
入
権

①
大
村
局
三
千
二
百
三
十
一

番
②
大
村
局
三
一
千
五
百
十
二
番

③
大
村
局
コ
一千
五
百

三
番

④
大
村
局
三
千
五
百
八
十
番

⑤
大
村
局
二
千
二
百
四
十
九

番
⑥
大
村
局
二
千
二
百
十
五
三

番
⑦
大
村
局
三
千
八
百
六
番

⑧
大
村
局
八
千
六
百
二
十
一

番
⑨
大
村
局
八
千
六
百
九
十
四

番
⑩
大
村
局
八
千
二
百
二
十
九

番
統
計
図
表
全
国
コ
ン
ク

ー
ル
の
作
品
を
募
集

マ
応
募
資
格

才
一
部
(
小
学
校
児
童
)

矛
二
部
ハ
中
学
校
生
徒
)

矛
三
部
〈
高
校
以
上
の
学

生
生
徒
)

矛
四
部
(
一
般
〉

マ
課
題
図
表
の
課
題
は
各
部
と
も

自
由
た
だ

L
才
一
部
の
作
品
は

一児
童
が
観
察
し
た
結
果
を

図
表
化
し
た
も
の
と
す
る

マ
材
料
の
規
格

一
・
二
部
の
用
紙
規
格
B

列
一
一
判

(七
二
・
八
セ
ン
チ

×
五
一
・
五
セ
ン
チ
)

三
・
四
部
の
用
紙
規
格
B
列

一
判
(
一

O
三
セ

Y

チ
×
七

二
・
八
セ
シ
チ
〉

各
部
と
も
紙
質
、
色
彩
(
単

色
で
も
よ
い
)
そ
の
他
の
材

料
に
つ
い
て
は
自
由

マ
送
付
先
長
崎
市
江
戸
町

二
番
十
三
号
長
崎
県
庁
統

計
課
内
長
崎
県
統
計
協
会

マ
締
切
日

六
片
十
五

H

マ
応
募
上
の
注
意

①
作
品
の
裏
面
に
住
所
、
氏

名
、
性
別
、
職
業
、
年
令

を
明
記
し
、
氏
名
に
は
ふ

り
が
友
を
つ
け
る
。

②
各
部
と
も
必
守
そ
の
図
表

陀
用
い
た
統
計
表
ハ
規
格

B
列
五
判
)
図
表
を
裏
面

に
添
付
す
る
U

ム
入
選
発
表

七
片
上
句
、
本
人
ま
た
は

学
校
長
あ
て
に
通
知
す
る

ム
入
選
区
分
治
よ
び
賞

各
部
ご
と
に

特

選

一

点

入

選

三

点

佳

作

若

干

点

l
l
l実
弾
射
撃
の

lー
ー

日
程
を
追
加

大
村
部
隊
が
池
田
射
撃
場

マ
行
程
つ
で
い
る
実
弾
射
撃

の
日
程
が
つ
ぎ
の
と
お

b
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

四
月
三
十
日
t
五
月
二
日

視
聴
覚
教
育
技
術
指
導

者
研
修
会
を
開
催

映
写
機
操
作
技
術
と
テ
レ

ピ
視
聴
教
育
指
導
者
の
研
修

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
希
望

者
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
と
時
間

五
月
よ
り
来
年
三
月
ま
で

毎
月
才
三
火
曜
日

末
登
録
者
・・
・
十
時
よ

b

認
定
証
所
持
者
・
・
・
十
三
時
よ

.ny 
申
込
期
日

申
込
場
所

四
月
三
十
日

中
央
公
民
館

お
し
ら
せ
・

o
g
o
D
R
A
g匡

円
・
自
動
車
整
備
工
十
八
t

二
十
五
才
八
千
t
二
万
円
・

電
報
配
達
夫
三
十
才
以
上
五

千
t
六
千
円

女
子
庖
員
十
六
t
三
十
=
一
才
七
千

1
九
千
円
・
経
理
事
務
二
十

t
二
十
五
才
一
方
t
一
万
二

千
円
・
子
供
遊
具
運
転
員
十

七
t
=
一
十
五
才
七
千
円
以
上

集
金
人
年
令
不
問
七
千
円

【
県
外
】
男
子

鋳
物
工
十
八
t
=
一
十
五
才
一

万
二
千
t
一
万
六
千
円
・
自

動
車
運
転
手
整
備
工
十
八
t

三
十
五
才
一
万
一
千
t
一
万

六
千
円
・
ゴ
ム
精
練
工
十
八

t
二
十
八
才
一
万
t
一
万
七

千
円
・
合
成
識
維
工
十
六
t

二
十
五
才
一
万
一
千
円
・
紡

績
整
理
工
十
六
t
二
十
才
一

万
t
一
万
二
千
円

女
子
庖
員
十
六
t
二
十
三
才
七
千

t
九
千
円
経
理
事
務
二
十
t

二
十
五
才
一
万
t
一
万
二
千

円
デ
パ
ー
ト
子
供
遊
具
運
転

員
十
七
t
=
一
十
五
才
七
千
円

以
上
・
集
金
人
年
令
不
問
七

千
円
縫
工
二
十
t
固
十
才
出

来
高
払
い
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間
闇
掴
o
s
-
-
r
a
s
e
開
聞
闘
圃

o
s
l
r
a
s
e

青
年
学
級

園
自
動
車
講
座

圃
農
業
講
座

置
ベ
ン
習
字
講
座

市
教
育
委
員
会
で
は
仇
き

左
が
ら
学
び
た
い
人
々
の
た

め
に
、

次
の
三

つ
の
青
年
学

級
を
開
〈
こ
と
に
友
h
y
、
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

希
望
者
は
四
月
三
十
日
ま

で
に
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
〈
電
話
二
、
四
五
七
)

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

自
動
車
講
座

A
期
日
と
時
間

五
月
上
匂

t
十
月
末

毎
週
火
曜
日

午
後
六
時

t
八
時

ム
会
場

(
講
義
〉
中
央
公
民
館

(
実
習
)
自
動
車
練
習
所

ム
定
員
三
十
名

ム
対
象
市
内
在
住
の
二
十

五
才
以
下
の
勤
労
青
年
で

男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。

ム
受
講
費
テ
キ
ス
ト
代
、

実
習
費
の
一
部
。

今年も大村部隊内の「大藤」がみごと左花を

つけています。大村部隊では 4月29日の天皇

誕生日に隊内を一般に開放し「藤まつり」を

催すことにしています。次のような行事も行

なわれますので市民の皆様多数訟でかけくだ

さい。 日時4月29日午前8時から午後5時まで

場所陸上自衛隊大村駐とん部隊 行事3時

10分から 9時30分まで小中学生の鼓笛隊ドり

ル 3時30分から午後3時まで剣道、柔道、銃

剣術・パνーボール、庭球卓球、空手道ソ

フトポール・午後1時から1時30分までレンジ

ャー(忍術部隊)訓練・午後1時30分から4時

まで演芸会その他生け花、盆栽、写真展

大村部隊の藤まつり

ム
開
講
日

農
業
講
座

ム
内
容
農
業
簿
記
を
も
と

に
し
た
経
営
診
断
と
設
計

一新
技
術
と
農
家
の
問
題
、

地
域
農
業
の
問
題
、
農
業

青
年
の
あ
り
方
な
ど

A
期
日
と
時
間

五
月
中
句

1
来
年
三
月

、
毎
月
才
二
・
四
木
曜
日

午
後
六
時

t
九
時

ム
会
場

ハ
講
義
)
中
央
公
民
館

(
調
査
、
視
察
)
現
地

ム
開
講
日
五
月
十
四
日

定
員
、
対
象
な
ど
は
自
動

車
講
座
と
同
じ
で
す
。

ペ
ン
習
字
講
座

ム
内
容
ベ
ン
習
字
、
現
代

国
語
、
手
紙
、
公
文
書
の

書
き
方
。

五
月
六
日

町
名
が
変
り
ま
し
た

西
大
村
地
区
の
旧
空
廠
内

町
内
で
は
、
い
ま
ま
で
旧
空

廠
内
と
い
う
通
称
名
主
使
っ

て
い
ま
し
た
が
、
四
月
一
日

か
ら
協
和
町
と
な
り
ま
し
た

A
O

期
H
U

と
時
間

五
月
上
旬

t
十
月

毎
週
金
曜
日

午
後
六
時

1
八
時

ム
会
場
中
央
公
民
館

ム
開
講
日
五
月
八

日

定
員
、
対
象
な

E
は
自
動
車

講
座
と
同
じ
で
す
。

十
六
ミ
リ
映
写
機
操
作

認
定
証
を
書
替
え

現
代
発
行
さ
れ
て
い
る
十

六
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定
証

の
有
効
期
限
は
三
月
三
十

一

日
で
す
。
県
で
は
認
定
証
の

書
き
か
へ
を
行
、
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
四
月
三
十
日
、
ま
で

に
市
の
中
央
公
民
館
へ
治
送

り
く
だ
さ
い
。
一
括
し
て
県

へ
送
付
い
た
し
ま
す
。

福
祉
年
舎
の
所
得
状
況

届
は
五
月
六
日
か
ら
受

付
け
ま
す

福
祉
年
金
を
受
け
て
語
ら

れ
る
人
は
王
月
の
年
金
支
払

い
を
う
け
ら
れ
た
ら
市
の
保

母親の育児知識の普及

と乳児の適切左保健指導

を行うためつぎの要領で

乳児の一斉検診を実施し

・-ます0 .. 
b日時 4月z1日 事

午前日時30分から11時

30分まで 2 
b場所大村保健所 坊

p該当児昭和38年4月大

1日から昭和53m3
31日までに生れたものあ

友お当日は母子手帳を り

ご持参く ださ い。 ま

市ではつぎのと治P奨

学生を募集しています。

資格

①大村市民またはその子 ・

女で高等学校に在学中

のもの。

②品行方正学業成績優秀

身体強健なもの。 = 
③経済的理由によ b学資事

の支出が困難と認めら

れるもの。 章
貸与額 生

月=1500円を
募集期間 孟
4月20日--5月10日まで

険
年
金
課
ま
た
は
も
寄
り
の

出
張
所
に
福
祉
年
金
の
所
得

扶
況
届
を
出
し
で
く
だ
さ
い

こ
の
届
を
し
・
泣
い
と
今
後
の

年
金
が
う
け
ら
れ
左
く
-
E
b

ま
す
。配
偶
者
ま
た
は
扶
養
義
務

者
が
市
外
に
お
ら
れ
る
方
は

居
住
地
の
役
場
で
証
明
を
う

け
て
所
得
蚊
況
届
に
つ
け
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
・
な
お

証
刷
用
の
用
紙
は
保
険
年
金

課
ま
た
は
出
張
所
に
用
意
し

て
い
ま
す
。
ま
た
受
給
者
配

偶
者
治
よ
び
扶
養
義
務
者
の

住
所
氏
名
を
記
入
す
る
用
紙

を
、
受
給
の
さ
い
郵
便
局
の

窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

必
十
所
要
事
項
を
記
入
し

τ

所
得
状
況
届
と
一
緒
に
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

× 

× 
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